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X線天文衛星「ひとみ (ASTRO-H)」は、口径 45cm/焦点距離 12m の硬 X線望遠鏡 (Hard X-ray Telescope;
HXT) を 2台搭載している。反射鏡表面には Pt/Cの多層膜が成膜されており、ブラッグ反射を利用し、エネル
ギー約 80 keVまでのX線集光を可能としている。HXT焦点面には半導体検出器である硬X線撮像器 (Hard X-ray
Imager; HXI) が設置され、HXT-HXIで「ひとみ」衛星の硬X線撮像システムを構成している。
衛星打ち上げ後の初期機能確認フェーズで幾つかの天体を観測し、10 keVを超えるエネルギー帯で天体画像が

撮れていることを確認した。現在、取得した観測データを用いて、HXTの軌道上での性能確認を行っている。本
講演では、HXTの特徴である 10 keV以上での撮像分光能力を中心に、地上較正試験の結果との比較も加えて、
その現状について報告する。


